
















はじめに 

前年度(昭和 55 年)の研究では母親の授乳行動(6 類型)を中心に,何らかの行動異常を示す

行動異常児群,(神経症的発症,自閉症,脳器質障害,精神発達遅滞,発達性言語障害,その他)

との相関を疫学的調査法に基づき検討を加えた。 

今回は同一調査法による正常対照児群との比較検討を試み,早期母子関係における授乳行

動とその環境的背景の意味づけを考察した。 


